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このたび、当液体清澄化技
術工業会の設立 10 周年を迎え
ることができたことを会員の皆
様とともに慶びたいとおもいま
す。1990 年の湾岸戦争のあと
のなんとなく重苦しい雰囲気の
なかで、液体の清澄化に関連
した技術をお持ちの会社があ
つまって、技術や情報を交換し
て液体清澄化の更なる発展と

進歩をはかり、地球環境との調和による産業の繁栄の
貢献しようという目的での発足でした。発足当初から、
ご尽力を頂いた方々のうち何人かはすでに鬼界に入
られました。ご冥福をお祈りするとともに、我々とし
てはそのご功績に報いるために当液体清澄化技術工
業会の更なる発展を誓いたいと思います。仏作って
魂入れずという言葉がありますが、現代風に解釈す
るならば、組織を作って活動主体を作らなかい、でしょ
うか？　当会では、メンバー各社の若い方々がいろい
ろなコミッティー、サブコミッティーに知恵をもちよ
り、意見を交わしながら活発に交流していられるので、
液体清澄化技術にかんする知識が急速に蓄積され、
ごらんのように大きく発展しています。
新しい技術、新しい産業はよく知られているように、
研究から生まれてきます。非常に革新的な技術は基
礎的な研究から生まれ出ることが多いようです。しか
し、多くの新しい技術はプロジェクト研究から生まれ
るようです。プロジェクト研究　名前は格好いいが、
つまるところ研究費を出してくれるお客様からの依託
研究です。ところで、大学における研究費はどこから
くるのだろうか？最低限なんとかやっていける程度は
校費としやってくる。しかし、まともな研究をするに
はいささか少なすぎる。そこで大学の先生方を助けて
くれるのが最近、マスコミをにぎわす科学研究費補助
金である。（私が大学にいた頃、文部省が出す科学研
究費補助金の総額は松下電器産業グループの研究費
の半分と言われていました。）国家として特に大学の
先生方にやっていただきたい研究課題、つまり国家と
いうお客様からの依頼研究・プロジェクト研究を、かっ
ては特定研究課題として募集をしていた。
原油価格が 1バーレル当たり 2ドルから 10ドルへ

と急騰した第一次オイルショックのときにエネルギー
に関するプロジェクト研究・文部省の特定研究が走り

はじめた。昭和 49 か 50 年ごろ、東京大学総長をさ
れた向坊先生が全国から先生方を集められエネル
ギーにかんする国の委託研究テーマ探しの準備会・
フリーデスカッションを開催された。新しいエネル
ギーの提案、エネルギーのより有効な利用方法の提
案、がありました。そのときの発言で一番強烈に私の
記憶に残っているのは、ある先生の『砂糖きびは、葉
に受けた太陽エネルギーの約 5％を砂糖に変換する』
でした。エネルギーに関するプロジェクト研究は文部
省科学研究費補助金準特定研究として昭和 51年度に
スタートしました。53 年度から特定研究に格上げに
なり、62 年度から重点領域研究に衣替えして平成 4
年度で終了しました。16 年に及ぶ長丁場の研究でし
た。私は、分離膜を用いる、濃淡電池、レドックスフ
ロー電池、そして高温用水素分離膜の研究テーマで
30 才台終わりから 50 才台半ばまで、準備会から打ち
上げまで参加させていただいた数名の一人でした。た
くさんの先生方の研究内容を知るよいチャンスでし
た。実用化はだいぶ先ですよとおっしゃていたリチュ
ウム電池はすっかり定着しました。燃料電池に関して
は初期の水素からだんだんメタノールへと変わってい
きました。メタノール燃料電池も実用化に入りつつあ
ります。砂糖きびから作ったエタノールは自動車の燃
料として用いられ始めました。水素をエネルギー運搬
体とする次世代の構想はまだ実用化の段階に入って
きていません。
さて、当会の発足からのこの 10 年間、情報技術と
バイオ技術とが大きく発展しました。とくに、情報技
術は、文字を主とした従来の情報の記録方法から映
像とくに動画としての記録方法の発展にはすばらしい
ものがあります。百聞は一見にしかずというように、
読むより見るのほうがはるかに情報の伝達方法として
は優れています。エネルギーのプロジェクト研究の初
期の頃の報告書は手書きでした。いまでは、インター
ネットで大学の先生方の研究成果のアクセスすること
は容易となりました。とくに、情報技術を軽々と駆使
される若い会員の方々が科学研究費補助金の研究成
果から液体清澄化の技術に関する知識を集め、分類
し、リアレンジし、知識をベースにした新しい産業形
態に対応できるようにするとともに、当会の更なる発
展をはかっていただきたいと、切に希望します。

LFPI 会長　大矢　晴彦
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